
保健体育科学習指導案 

日 時 平成２０年７月４日（金) １校時 

学 級 ２年１・２組男子 ３９名 

授業者 多 田 惠 慈 

 

１ 題材名   器械運動 「マット運動」 

 

２ 単元について 

（１）生徒観 

２年１・２組の生徒は，「体育が好きだ」とする生徒の割合が高く，授業に意欲的に取り組もうとする生

徒が多い。また，準備運動なども教科リーダーを中心にしっかりと行うことができる。「球技」のように勝

敗や結果が分かりやすいものを好んで取り組む傾向がある。 

   器械運動のように練習過程で痛みや恐怖感を覚えたりする種目は，嫌う傾向にある。アンケート結果にお

いても，３９人中２５人が「嫌い」「どちらかというと嫌い」であると答えた。「嫌い」という理由としては，

「体が硬いから」が圧倒的に多く，次いで「難しいから」「苦手」などとなっている。このように，マット

運動については，苦手意識や能力など個人差が大きく見られるが，自分の技術が上達したときや，上達を感

じられたときは授業に対する積極的な取り組みが多くの場面で見られるだろうと思う。このことから段階を

踏んだ練習や補助の仕方，個に応じた課題の設定や評価の仕方を工夫することで意欲的な姿勢が期待される

と考えられる。 

 

（２）教材観 

   器械運動は各種目の「技がよりよくできる」ことをねらいとし，自己の体の動かし方や練習の工夫によっ

て，ねらいの達成に取り組む運動である。したがって器械運動では，自己の能力に適した技に挑み，その課

題を克服していくことで成就感を得られるようにすることが大切である。 

   マット運動では，マット上での回転系や巧技系などの技のグループから自己の能力に適した技を選択し，

個々の技ができるようにするとともにそれらを組み合わせ，技がよりよくできるように技能を高めていくこ

とも大切である。技の達成感やできばえを通して楽しさや喜びを味わうことができると共に，補助や互いの

動きを観察しあう活動から，協力し合って学習する楽しさも味わうことができる。 

   本単元では，一般的に個人種目として捉えられている器械運動だが，班毎に行うシンクロマットを取り入

れ，集団としての学習取り組みを中心に進めていく。 

   シンクロマットは，様々な技を組み合わせて表現するマット運動の演技であり，複数人で構成されたグル

ープでタイミングを合わせたり，連続したりして演技するものである。 

   本学習においては，基本的な技を仲間と一緒に息を合わせて行ったり，連続させたりするところに楽しさ

を味わわせたいと考える。 

   また，小集団での取り組みで学習を進めることで，技術習得の際の班内の関わり合いの深まりが期待でき

ると共に，今できる技を磨き，新しい技に挑戦していく関心・意欲も高まっていくものと考えられる。さら

に，より良い動きを追求したり，仲間と共通する持ち技を連続させたり，組み合わせて息をそろえて演技し

ていくことで，出来たときの楽しさだけではなく，完成させるまでの過程の中で養われる協調性や集団とし

ての力も伸びていくものと思われる。 

 

（３）指導観 

   マット運動については，１年次に基本的な接転技群とそれらを組み合わせた連続技に挑戦している。しか

し，本単元で扱うシンクロマットの学習は初めてとなる。そこで，第１時は，シンクロに関わる映像を見せ

て，イメージを持たせながら学習の見通しを持たせたい。第２時から４時までは教師主導で既習技を組み合

わせたシンクロマットを行い，たとえ難しい技でなくても，集団でメリハリをつけて行うことで見栄えが良

くなることや，得意な生徒も，不得意な生徒も生かされる演技構成にして意欲を引き出して生きたい。 

  第５時からは，班毎に演技構成を考えさせながら進めていく。特にも，演技を作り上げていく過程での班

内における話し合いや，練習における教え合いや励ましあいなどの活動を重視しながら技能向上へつなげ，

仲間と心を一つにして作り上げていく楽しさを感じさせながら，発表会へとつなげていきたい。 



３ 自分の思いや考えをみつめさせ、自分を変えさせていく学び方の構想 

（１）「自分をみつめる」場の構想 

体育において自分の姿をとらえるためには，自分の運動について、自己観察による自分の感覚と他者観察

との比較を繰り返していくことで、客観的にとらえられるようになるだろうと考える。そこで今回は，他者

との関わりを重視し，他人の視点から自分を見てもらい，そこから自分を見つめていくことにつなげていき

たい。よって，「自分を見つめる」ためには，仲間とのかかわりが必要となる。そこで，ペア練習やグルー

プ練習の中で，「試す→きく→見る→言う」というサイクルを学び方として定着させ，仲間同士の的確な相

互評価から「自分を見つめる」ことができると考える。そのためには，仲間に対して温かい声かけをしたり，

親切なアドバイスをするだけでなく，仲間の目標に合わせて厳しく要求したり，指摘することも必要である

と考える。 

  

（２）「自分をみつめる」評価のあり方 

   自己評価するためには，自分の目指す姿を明確に持ち，実際の自分の姿を客観的且つ正確につかむことが

必要である。そこで，自分の目指す姿を明確に持つために，本時に自分がどうしても達成させたい姿を「個

人目標Ｂ」，目標Ｂが達成され，さらに高いところを目指すときの姿を「個人目標Ａ」として設定させる。

本時の中でどこまでできればいいのか自分で評価するために自分自身の評価規準を設定し，その自分自身の

評価規準をもとに練習できているのかを，ペアやグループ内での評価をもとに，自分で評価を行うようにす

る。 

 

４ 単元の評価規準と指導の重点 

 

運動への 

関心・意欲・態度 

運動についての 

思考・判断 
運動の技能 

運動についての 

知識・理解 

・ 技がよりよくでき

たり，自分に適した

新しい技を習得し

たりするマット運

動の楽しさや喜び

を味わおうとする。 

・ 施設や器具の安全

を確かめたり，適切

な場づくりや補助

など，練習をするう

えでの周囲の安全

に気を配ったりし

ようとする。 

 

・ 班に適した演技構

成を考え，技を習得

するための課題を

設定している。 

・ 練習の進め方や場

づくりの方法を選

んだり，技のできば

えを確かめたり，仲

間との教えあいの

方法を工夫しよう

としている。 

・ 結果を元に自分の

姿を振り返り，さら

に技能向上に向け

て練習の仕方を選

ぼうとしている。 

 

・ 班で考えた演技の

技能を高めること

ができる。 

・ 班で考えたシンク

ロマットを息をそ

ろえて行うことが

できる。 

 

・ マット運動の楽し

み方や進め方，技の

系，技群の構造など

の技の系統性や発

展性を理解してい

る。 

・ 練習の仕方や場づ

くりの方法，練習計

画の立て方，技ので

きばえの確かめ方

を理解している。 

 

 

５ 指導計画（９時間） 

 

  １ オリエンテーション・ためしのシンクロマット・・１時間 

  ２ 既習技の確認・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間 

  ３ 前転系の技のシンクロマット・・・・・・・・・・１時間 

  ４ 後転系の技のシンクロマット・・・・・・・・・・１時間 

  ５ シンクロマット・・・・・・・・・・・・・・・・４時間（本時２／４） 

  ６ 発表会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間 

 

 



６ 本時について（第６時） 

（１）目標 

・班で考えたシンクロマットの演技を協力し合って練習することができる。（関心・意欲・態度） 

・班で考えたシンクロマットの演技構成を考えながら，仲間と教え合いながら練習を工夫しながら取り組む

ことができる。（思考・判断） 

・試しの発表に向け，班で考えた演技を息を合わせて行うことができる。（技能） 

 

（２）指導の構想 

   本時は，班毎に演技構成を考えてシンクロマットを行う２時間目である。 

   前時には，技の順番，タイミング，方向などの視点を与え，演技構成を考えさせて練習に取り組んでいる。 

   導入部分においては，マット運動に必要な腕支持感覚，逆さ感覚，回転感覚，柔軟性などを高めるための

準備運動を取り入れて行う。 

   展開部分では，まずは班毎にミーティングを行い，班の演技構成の確認をし，自分の役割を確認する。そ

して，シンクロマットの構成種目の練習を班内で行う。この時点では，個人での種目練習を中心に行わせる。

一つ一つの技が正確にできているのか，班の中で見てもらい，自分を見つめることとしたい。 

その後，班毎に演技構成を意識しながら，シンクロマットの練習を進めていく。その際に，班の中での教

え合い学習を中心に進めさせる。その後，班毎にまたミーティングを行い，息を合わせて演技を行うために

必要なポイントを確認させる。その後，班毎にミニ発表会を行わせる。発表会で見ている班は，見終わった

後にアドバイスできるように，見る視点をしっかりと持たせる。練習や他の班からのアドバイスをもとに自

分たちの演技が高まっていくことを感じさせたい。 

   最後に，自己の評価規準と照らしあわせ，授業前の自分の姿をもとに，課題を通して自分が変容した

部分を客観的に振り返らせる。 

 

 

（３）具体の評価規準 

観 点 

おおむね満足できる

と判断できる状況

（Ｂ） 

十分満足できると判

断されるキーワード

（Ａ） 

努力を要する生徒へ

の支援の手立ての例 評価の方法 

運動や健康・安

全への関心・意

欲・態度 

・シンクロマットで

班内のメンバーとお

互いに協力し合って

練習しようとしてい

る。 

・仲間への声がけ 

・練習内容 

・サポートと声がけ 

 

・練習の観察 

運動や健康・安

全についての思

考・判断 

・班に適した演技構

成を考えたり，課題

解決に向けて補助具

や練習の場を工夫し

ながら取り組むこと

ができる。 

・班内での積極的な

意見交換 

・仲間への効果的な

アドバイス 

・班の課題を確認さ

せる。 

・必要な練習方法の

提示 

・練習の観察 

・学習プリントへの

記述内容 

・発言 

運動の技能 ・班で考えた演技を

息をそろえて行うこ

とが出来る。 

・演技のタイミング

・演技のメリハリ 

・演技構成を確認さ

せる。 

・練習の観察 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）本時の展開 

段階 学習過程 生徒の活動 教師の指導・支援 留意点・備考 

 

 

導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10） 

・準備 

・あいさつ 

 

 

１ 準備運動 

・基礎感覚作り 

 

 

 

２ 課題把握 

 

 

 

・学習の準備をする。 

・整列し，元気よく挨拶を

する。 

 

１ セットメニューで準

備運動を行う。 

（ゆりかご・カエル倒立足叩き・カ

エル倒立・ブリッジ・手押し車から

前転など） 

２ 本時の学習の課題を

確認する。 

 

・整列及び欠席者・見学者の

確認をする。 

 

１ 正確な運動ができるよ

うに支援する。また，運動す

る心構えをもたせる。 

 

 

２ 前時の学習を振り返り，

本時の学習の見通しを持た

せる。 

・協力して準備してい

るか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（35） 

 

３ 自分を見つ

める 

・班毎のミーテ

ィング及び共通

種目練習 

 

 

 

４ 交流する 

 

 

 

 

 

５ 考えを再構

築する 

 

 

 

６ 課題を追求

する 

 

３ 班の演技構成を確認

し，自分の役割を把握す

る。 

・班内で，共通種目の練習

を行う。 

・お互いに補助をしなが

ら，繰り返し練習を行う。

 

４ 班毎にシンクロマッ

トの練習を行う。 

・演技をあわせるために班

内で教え合いながら練習

を行う。 

 

５ 練習のできばえを班

毎に確認，構成を再確認す

る。 

 

 

６ ミニ発表会 

 ・２つのグループに分か

れてミニ発表会を行う。 

 

３ 学習プリントを使って

進めさせる。 

   

・共通種目を練習し，自分を

見つめさせる。 

・班の中での教え合い学習を

中心に進めさせる。 

 

４ 演技をそろえるための

ポイントを押さえさせなが

ら練習させる。 

 

 

 

５ 演技をあわせて行うた

めに大事なポイントを再確

認する。 

   

 

６ 見ている班が，アドバイ

スできるように見る視点を

持たせる。 

 

 

・学習プリント 

 

 

 

 

 

 

 

・学習プリント 

 

 

 

 

 

・学習プリント 

 

 

 

 

 

・学習プリント 

 

 

終末 

 

 

 

 

（5） 

 

７ まとめ・ふ

りかえる 

 

 

・クールダウン 

・あいさつ 

・片付け 

 

 

７ 発表会後，他の班から

のアドバイスカードをも

らい，班の反省と個人反省

を行う。 

・クールダウンを行う。 

・元気よく挨拶する。 

・協力して片付けをする。

 

７ 課題を解決できたのか

自己評価をさせ，次時の学習

の見通しを持たせる。 

 

・クールダウンをさせる 

・元気よく挨拶させる。 

・速やかに行わせる。 

 

・学習プリント 

・自己評価 

 

班で考えたシンクロマットを息を合わせて行おう 




